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様式第２号 

 

発言者 審議の内容（審議経過・決定事項等） 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

（１）所沢市保健所設置基本計画 素素案について 

 

資料４に基づき、第１章 保健所の設置について（基本計画策定

の趣旨、中核市が設置する保健所、保健所設置の基本理念と基本方

針など）を説明。 

 

（質疑応答） 

 

前回の検討委員会にて、中核市へ移行するためには、市議会や県

議会での議決を経る必要があるとのことであったが、議決を得られ

なかった場合、保健所設置の件はどうなるのか。また、中核市への

移行は、いつ時点で最終確定するのか。現在の検討状況とあわせて

教えていただきたい。 

 

中核市移行に関するこれまでの動きとしては、昨年６月に「中核

市移行に関する調査報告書」を公表し、令和 12年４月に本市が中核

市へ移行する旨を対外的に公表した。さらに、10月に全員協議会で

中核市移行に向けて取り組んでいく方針を報告し、今年２月には

「中核市移行に関する基本方針」を公表した。基本方針に基づき、

３月には、埼玉県知事に中核市移行に向けた協力要請を行ったとこ

ろである。 

さらに、市の最上位計画となる「第６次所沢市総合計画」の「後

期基本計画」でも、令和 12年４月の中核市移行を目指す旨を記載し

ており、この内容を以て昨年の所沢市議会 12 月定例会で議決を経

て計画を策定している。 

本市としては、この第６次総合計画後期基本計画の位置付けの

元、引き続き検討を進めていく所存である。 

 

基本計画の構成について、本日資料では第１章～第３章冒頭まで

提示されているが、第３章及び第４章はどういった内容となるか。 

 

第３章は施設規模や施設計画について、第４章は施設を建設する

ための事業手法や整備スケジュールについて記載する構成で検討
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事務局 
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している。これらの内容は、次回検討委員会で提示させていただく。 

 

続いて、第２章に進めさせていただく。 

資料４に基づき、第２章 保健所の業務概要及び施設整備に係る

条件（所沢市保健所の業務概要、保健衛生業務の一体的運営など）

を説明。 

 

（質疑応答） 

 

現存の所沢市保健センターでは、こころの健康支援室が精神障害

者アウトリーチ支援事業など先進的な取組を実施し、保健所機能を

補完するような取組を行ってきたものと認識しており、新しい保健

所における精神保健の機能強化は重要だと考える。 

保健所設置に当たっては、こころの健康支援室がそのまま移行さ

れるのか、或いは機能強化を目指しているのか。 

 

具体的な内容は検討中であるが、精神保健福祉サービスについて

は、保健衛生業務の一体的運営におけるひとつの柱として力を入れ

ていきたいと考えている。 

 

保健衛生業務、つまり保健センター業務の内、成人歯科検診は現

在、歯科診療所あおぞらの診療台を使用している。今回保健所を設

置した際、保健所業務として成人歯科検診を実施するが、検診場所

はこれまで通り歯科診療所あおぞらで実施するということはあり

得るか。 

 

通常業務は保健所施設で行うが、歯科検診など現状設備があるも

のは従来通り保健センター施設にて検診を行うなど、来所される方

にご不便をかけないよう、かつ効率的な事業実施を検討している。 

 

動物愛護管理センターを同一敷地内に別棟で設置するとのこと

だが、動物愛護・管理指導業務には、動物の収容管理だけでなく、

動物取扱業の許認可業務や苦情対応業務など、様々な業務がある。

それらの業務をすべて動物愛護管理センター内で対応できるよう

人員を配置するのか。 
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事務局 

 

職員の配置については検討中だが、例えば、動物関係の職員が保

健所本館に在席して、必要に応じて別棟のセンターと行き来するな

ど、来所される方にご不便をかけないよう、ワンストップで対応で

きるようにしたいと考えている。 

 

動物愛護管理センターでは動物の収容管理等を行い、許認可業務

や苦情対応等については、本館で実施するという認識で良いか。 

 

現状そのような考えで検討を進めている。実務上、場所を分けた

方が良い、或いは一緒に行うのが良い等、考えられるものはあるか。 

 

市の考え方次第だとは思うが、同一敷地内であれば、いずれもさ

ほど支障はないと考える。 

 

いただいた意見を踏まえ、引き続き検討を進めたい。 

 

新型コロナウイルスが蔓延し始めた頃、川口市はすぐに PCR検査

機器を導入し、越谷市もドライブスルー検査を開始しており、県内

他市の対応に比べて、所沢市は対応が遅れていた。 

今回、保健所内で試験検査業務を実施しかつ基本自前で運営する

とのことであるため、有事への備えという視点からも、医師会とし

ては期待したい。 

 

いただいた意見を踏まえ、具体的な検査内容や検査機器の選定等

を進めていきたい。 

 

試験検査業務に関連して、薬品の管理、また、医療廃棄物の管理

及び廃棄の場所や方法については、専門の検査技師等の意見を踏ま

え、検討していただきたい。 

また、基本計画の記載に関してだが、保健所業務の内、性感染症・

難病対策については、性感染症や難病医療の相談を受け、必要に応

じて個別カウンセリングを行う流れとなる。メインは相談業務とな

るため、読み手に誤解のないよう、記載順に留意いただきたい。 

 

廃棄物に関しては、他市の状況を聞きつつ、適切な対応を検討し

ていきたい。また、業務の記載順については、いただいた意見や他
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委員長 

 

委員 

 

 

 

 

市の業務フロー等を踏まえ、内容を改善していきたい。 

 

動物愛護・管理業務について、埼玉県は殺処分ゼロを掲げている

が、保護動物が万が一亡くなってしまうこともある。死体について

は、保健所内で火葬で埋葬するのか、或いは業者に委託することも

視野に入れて検討いただくのが良いと考える。 

 

まずは埼玉県の方針に倣い、殺処分ゼロを目指していく。止むを

得ない場合の対応については、関係機関と協議しながら検討してい

きたい。 

 

それでは、第２章の後半及び第３章に進めさせていただく。 

資料４に基づき、第２章 保健所の業務概要及び施設整備に係る

条件（組織体制、諸室・設備など）を説明。さらに、第３章 敷地

利用計画及び施設計画（建設予定地と周辺の状況など）を説明。 

 

せっかく保健所を新設するため、来所者だけでなく、職員も働き

やすいよう、車椅子使用者や障害者の方も想定した広さを確保し、

誰もが使用しやすいバリアフリーの施設としていただきたい。 

 

市民だけでなく多様な職員がいることを鑑み、働きやすい環境を

確保し、かつ有事にも対応できる柔軟な施設を検討していきたい。 

 

設備について、動物愛護管理センターにおいては、負傷動物の処

置のために必要な機器・設備を揃えていただくのが良い。獣医師会

等の意見を聞きながら検討を進めていただくのが良いだろう。 

 

獣医師会を含め、関係する諸機関と協議の上、検討していきたい。 

 

今の意見に対して、獣医師会の仲野委員、いかがか。 

 

保護動物を適切に処置することができる設備があると、災害時に

対応できることもあり、市民にもメリットがあると考える。 

また、獣医師会では、セミナーや犬同伴での教室の開催なども行

っており、そういった取組面でも連携していけると良い。 
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事務局 

 

 

ソフト面の取組も含め、今後、必要に応じてご教示・協議してい

ただきたい。 

 

動物愛護管理センターの設備のひとつにふれあい広場と記載が

あるが、これは保護動物の引き取り手を見つけるためのスペース

か、或いは収容されている動物の運動スペースか。 

 

基本計画に記載しているのは、先行事例を踏まえ想定される設備

であり、具体的な使用用途は検討中である。譲渡の場とする場合に

は関係団体の協力も必要と考えるため、どのような場としていく

か、今後そういった団体と協議しつつ検討したい。 

 

保健所では、施設整備の検討のみならず、開設後の人材確保が重

要と考える。他県では獣医師を何年も募集するも応募が全くないと

いった話も聞くため、本市においても可能な限り早期に人材を確保

し、派遣などを通じた職員育成を行っていくことが必要である。 

また中核市では、異動が保健所内のみで、環境に満足できずに退

職する人も多いと聞くため、研究発表の場や県市での職員交流な

ど、職員のモチベーションの維持・向上を図る工夫も必要だろう。 

 

市としても、専門職の採用はハードルが高いと認識している。他

の中核市や、県、国など広く協力を要請しながら、早期の採用、育

成やモチベーションの維持ができるよう工夫していきたい。 

 

 

 

事務局 

 

（２）その他 

 

次回は７月２９日（火）午後６時３０分から６０４会議室での開

催を予定している。次回は、基本計画の第３～４章として、施設整

備の基本的な考え方や施設規模、事業の進め方等について、ご審議

いただく予定である。 

なお、本日の審議内容について別途意見があれば、５月２３日

（金）までに、保健医療課宛てにメールや電話等で連絡をいただき

たい。 

 

以上 

 


